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施設名

演題名 しおんにおける経費削減を行う

チーム
メンバー
（職種）

改善しようとした
課題

実施した対策

改善の指標と
その目標値

オムツの使用量を減少させる

分類

(ふりがな)

チーム名

活動回数 6

リーダー名
（職種）

回

活動期間

活動の場
※複数選択可

活動の種類
※複数選択可

歯止めと
標準化

改善指標の
対策実施

前後の変化

（指   標）
・R6年1月～6月のオムツ類総使用量、前年度同期間比較で−５％

（目標値）
・総使用量60300枚

①オムツ適正サイズの周知、指導
②オムツ類の吸収量や性能についてマニュアルに基づいての周知指導
③ユニット内のパッド使用表の見直しと更新、PCデータのチェック

（実施前）
・R5年1月～6月使用枚数　６３５００枚
（実施後）
・R6年1月～5月使用枚数　５６６００枚　（７月１日時点での目標枚数60300枚をオーバーの見込み）

①標準化
・ユニット居室担当が使用パッドやチェック表を更新する
②管理の定着
・排泄委員が月に1回PCデータと照合を行う
③教育
・排泄委員が入職時、もしくは年に1回研修資料を基に教育を行う

②支援部門

③管理部門

令和6年1月～6月

取り組種別 問題解決型

桶谷雅志（介護福祉士）

佐藤　由利 介護福祉士

桶谷　雅志 介護福祉士

介護福祉士

CW兼平　翔樹

小野　真琴 介護福祉士

③テーマに合わせて形成したチーム活動

今野　智裕

佐藤　由利（介護福祉士）

(さとう　ゆり）

（はいせついいんかい）

排泄委員会

(ふりがな)

発表者（職種）
介護老人保健施設しおん

④無駄の削減や能率向上、業務環境の改善をめざすもの



【テーマ選定】

医療消耗品の中から金額的に大きな比重を占

めるオムツについて、その経費節減にむけた

TQMを実施することとした

【活動計画】

令和6年1月～6月まで活動を実施した。

【現状把握】

R5年1月～12月までのオムツ発注枚数が

135575枚、発注金額が5392718円

重症度合いの目安となる4・5割合平均は

【目標設定】

R6年1月～6月までのオムツ総発注枚数を7月1

日時点で同期間の前年比−5％（60300枚）以内

を達成する

値上がり予測が難しいので金額ではなく発注

【要因解析】

フィッシュボーンを使用し

①排泄量に対しパッドがあっていない

②使用するリハビリパンツやテープの適正なサ

イズを把握していない

③パッドの使用表が更新されていない

      

      
         

             

            

           

    

                   

      

    

    

    

    

    

    

    
   

   

    

 

    

    

    

    

     

     

     

     

                             

               
              
              
                   
             

  

  

  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

     

  

       

    

     
          
     

            

  

    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

          
       

        
        
       
      

         
         

      
     
      
    

              
        
      

      
  

         
        

         
         
    

         
         
      

       
       
  

  

        

         

        
   

        

     

         

         

         

          

          
       

          
  

         
   

         

        
       

         
   

              

         

    
                

       

    

            
          

  

                

               
                

    



【重要要因の検証】

３つの項目についてユニットスタッフに聞き取り

を行い３つとも重要要因と判定した。

【対策の立案】

要因の検証を基にスライドの通りの３次対策ま

で検討し３つの対策について５Ｗ１Ｈ実施

【対策の実施①】

ユニ・チャームからの指導に基づいて委員がユ

ニット職員へ説明、周知を行った

【対策の実施②】

マニュアルに基づいて、委員がユニット職員へ

吸収量や大型パッドの特性の指導を行いまし

た。

【対策の実施③】

居室内のパッド表とPCデータの比較を行い

ズレている物は物は修正、変更を行った

【効果の確認①】

目標発注量60300枚に対し6月1日時点で

56640枚の発注と今後の達成が難しい状況と

なった。

4・5割合は平均39.2％から41.4％へ増加しオム

ツの利用者が増えたこと、排便によるおむつの

交換が多くなっていたことが原因と考えられる

       
                

 
                  
                   

            
            
           

     

         
        
        

    

 

 

                   
                   

            

           
            

 
       

         
 

 

 
                  

           
           

      
         

     
 

     
   

 
 
 

 
 

                

                
            
          

       
       

         
       

 

                 
       

            
          

       
       
      

          
       

 

                
           

      
       
      

          
    

 

             

           

               

                
       
       

   

        
         

  

  
  
  
 

     
  

  
  
  
 

 

                   
       

       
       
     

        
    

  
  
  
 

     
  

  
  
  
 

 

         
       
       
     

         
  

  
  
  
 

     
  

  
  
  
 

 

      

                                
                         
                               

                                
                                
     

                          
                          
        

         

      

                                    
                              
                                   
                        

                                   
                                    
           

             
             
             
             
          

                     

                                
               

                         

                            

         
         
         
      

  

  

  

  

  

            

     

    

       

       

     

    
         
            
         

 

    

    

    

    

     

     

     

     

     

        

               

              

              

                   

             

             

                             



【効果の確認②】

発注金額は値上げやテープタイプの発注量増

加で6月分で昨年度を上回る事が予想されて

いる

【無形効果】

職員の間に定期的なオムツの見直しや排泄量

に応じたパッド変更の習慣が身についた

【波及効果】

【標準化と管理の定着】
標準化は居室担当がパッド類の種類を適宜検討

教育は員会メンバーが年1回研修資料を用いて実

施

実施状況のチェックは各委員が月に１回PCデータと

パッド表の照合を行う

【反省と今後の課題】

反省としては目標が達成できなかった所、対策

の所で尿測などもしっかり入れ込む必要があっ

た事、もう少し深掘りして新しい視点や独創的

なアイディアが必要だったこと

未達だったが再検証の時間が無かった事と多

くの反省点が残ってのでその辺りを検討しなが

                 

                  

              

              

               

                  

                

               

                 

                        

     

             

                                                   
  

                                            
  

    

    

                       
                  

    

               

         

  
    

    
 
    

   
    

  
    

  
    

  
    

      
    
    
   

        
 

    
    
    
 

   

   
   

    
    
 

          
    
    
  

    

        
     
    
    

              
   

        

            

                
   

    
  

 
          
        

                
   

     
     

 

     
 

           
 

   
  

 

           
     

                
     

     
   

            
          

   

   
  

     
     
    

 


